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令和元年

（2019)

鷲ヶ峰コスモスパーク（有田川町）

鷲ヶ峰の頂上（標高５８６．２メートル）からは、天気のいい日には淡路島や四国まで見渡せる
絶景を望むことができます。

秋には、一面に１００万本といわれるピンクや白のコスモスが咲き誇り、心地よいそよ風が吹
き抜けます。

また、昼とは違う印象の風景が見られると、夜景にも人気があり、多くの方が訪れています。
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                   知  事  メ  ッ  セ  ー  ジ   

 

 

さ あ ね ん り ん ピ ッ ク だ  
 

11 月 9 日 の総 合 開 会式 を 皮切 り に 、皇 族を お 迎え し て 12 日ま で 県内 全 域 で

「ね ん りん ピ ッ ク紀 の国 わ かや ま 2019」が 開 かれ ま す 。  
ねん り んピ ッ ク とい うの は 、一 言 で 言う と 60 歳以 上 の国 体 です 。 正式 名 称

は全 国 健康 福 祉 祭と いい 、 毎年 全 国 のど こか で 開か れ ま す。 今年 で 32 回 目 に

なり ま す。 生 涯 スポ ーツ を 楽し む と いう こと は 健康 長 寿 の観 点か ら 言う と 理 想

の姿 で すか ら 、 その 励み に なる と 熱 心に 誘致 を した 結 果 、今 年和 歌 山に 来 る こ

とに な った の で す。  
全国 か ら元 気 な 選手 の方 々 など 1 万人 以 上の 人 々が 和 歌 山を 訪れ ま す。国 体

より は 開催 時 期 が短 いの で すが 、11 月 9 日の 1 日目 は 総合 開 会式 が 紀三 井 寺 競

技場 で 開か れ 、 2 日 目か ら は、 で き るだ け和 歌 山県 内 に 広く ちら ば って も ら っ

て 27 競 技 が 開か れ、最後 に 12 日 の県 民 文化 会 館の 総 合 閉会 式で 幕 を閉 じ ま す。 
総合 開 会式 は う んと 力を 入 れて お り ます 。国 体 の総 合 開会 式 は最 高 によ か っ

たと 評 判で し た が、 今回 も あっ と 言 わせ る感 動 のア ト ラ クシ ョン を 考え て い ま

す。 題 して 、 紀 の国 わか や ま夢 と 人 生の 讃歌 。 季節 の 移 ろい 、春 夏 秋冬 を 人 生

と重 ね 合わ せ 、 第 1 章春 の 歌－ 子 供 のと き、 第 2 章夏 の 歌－ 青年 の とき 、 第 3
章秋 の 歌－ 大 人 のと き、第 4 章 冬の 歌 － ねん り んの と き、そ して エ ピロ ー グ は

夢の 歌 －み ん な のと きで あ りま す 。 国体 の時 と 違っ て 各 県選 手団 も スタ ン ド か

ら観 覧 です 。 坂 本冬 美さ ん が出 演 し てく れる ほ か、 全 体 の舞 台回 し は天 翔 り い

らさ ん です 。 ま た、 これ に 先立 つ 式 典で は、 世 代を 異 に する 郷土 の アス リ ー ト

のス ー パー ス タ ー、 前の 東 京オ リ ン ピッ クの 金 メダ リ ス ト早 田卓 次 さん か ら こ

れか ら のフ ェ ン シン グ東 姉 妹ま で 炬 火の バト ン をつ な ぎ ます 。  
選手 の 方々 は ず っと 力を き たえ 、各 地へ の旅 行 を兼 ね て 1 年 に 1 度 のこ の 大

会を 楽 しみ に し てく れて い る人 々 ば かり です 。 国体 の 選 手と は違 っ て、 試 合 の

後も 和 歌山 の い い所 を訪 れ 、お い し いも のも 食 べ、 お み やげ も買 っ てく だ さ る

でし ょ う 。こ う いう 方々 に「 あぁ 和 歌山 はよ か った 。ま た来 たい 。」と 思 って も

らえ る よう に 皆 さん 笑顔 と まご こ ろ でお もて な しを し ま しょ う。  
 
 ※ 大 会の 模 様 は、 ねん り んピ ッ ク 紀の 国わ か やま ２ ０ １９ 動画 配 信サ イ ト で

御覧 い ただ け ま す。（ ht tp : / /www.nenr i np ic . com）  
 
 
 
 

  和歌山県知事  仁  坂  吉  伸  

 

9/18 県議会議場にて 
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今月の和歌山県政トピックス                         

 

●小型ロケット射場建設の地で「宇宙シンポジウム in 串本」を開催しました                      

 
４月号でお伝えしたように、スペースワン株式会社による民間初の小型ロケット発射場

が建設されることが決定し、既に４月から発射場建設が進められる串本町において、近い

将来「ロケットのまち」となる同町を全国に発信するとともに、今後更なる発展を遂げる

小型衛星の打ち上げ事業について、地元の皆さんによく知ってもらうために、８月２５日

「宇宙シンポジウム in串本」を串本町文化センターで開催しました。 

県内外から約６００名の方々に御参加いただい

たシンポジウムでは、東京大学大学院工学系研究科

の中須賀真一（なかすか しんいち）教授から「宇

宙開発・産業の現状と超小型衛星による宇宙革命」、

株式会社ＡＬＥの岡島礼奈（おかじま れな）代表

取締役社長／ＣＥＯから「夜空に願いを～人工流れ

星実現へのチャレンジ～」、スペースワン株式会社

の太田信一郎（おおた しんいちろう）代表取締役から「スペースワンが目指す宇宙輸送サ

ービス」の基調講演をいただきました。続いて、中須賀教授、岡島社長、公益財団法人日

本宇宙少年団の遠藤守（えんどう まもる）専務理事、串本町の田嶋勝正（たしま かつま

さ）町長、前県産業技術政策課長の佐久秀弥（さきゅう ひでや）氏によるパネルディスカ

ッションが行われました。 

世界では、技術革新による小型衛星の高性能化や、人工衛星で収集した情報を利用する

ための技術の進展などを背景に、人工衛星をビジネスで利用しようという動きが活発化し

ており、宇宙分野の市場規模は急速に拡大しています。 

スペースワン株式会社では、ロケット射場の建設を令和３年中頃に完工し、同年中のサ

ービス開始を予定しており、２０２０年代半ばには、年間２０回の打ち上げを目標として

います。県では、このロケット射場建設にかかる経済波及効果について、１０年間で６７

０億円と試算しています。 

この事業の成功により、ここ和歌山が、人工衛星関連の企業や、高度な技術を持った宇

宙・ロケット分野の人材が多く集まる最先端の宇宙ビジネスの世界的な拠点となり、観光

面では、ロケット打ち上げを見物される多くの方々の来場を見込んでいます。さらに、宇

宙関連産業がまちに根付くことにより、子供達の教育にもよい影響を与えるのではないか

と考えています。 

一方、必要となる見学場所や駐車場の整備、想定される渋滞への対策等については、今

後、関係機関、団体等により構成される協議会を設立し、早急に検討を進めてまいります。 

このロケット射場は、世界でこれから展開される小型衛星打ち上げ競争の日本の拠点と

なり、日本が世界とその技術を競い合う舞台となっていきます。県も、このようなすばら

しい機会を得たことを誇りに思い、地元の皆さんと共に全力で応援してまいります。 

シンポジウムの様子 
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                       今月の和歌山県政トピックス  

 

●国際博物館会議京都大会２０１９で本県の「お身代わり仏像」をＰＲしました                      

 
９月１日～９月７日、京都府内で、国際博物館会

議（ＩＣＯＭ）京都大会２０１９が開催され、過去

最多となる世界１２０の国・地域から４，５９０人

の専門家が来日しました。 

国際博物館会議（以下、ＩＣＯＭ）は、世界の博

物館の進歩発展を目指す国際的組織で、今年、３年

に１度の全ての委員会が一堂に会する世界大会を、日本で初めて京都で開催しました。 

本県は９月２日～９月４日、メイン会場施設内の和歌山県ブースにおいて、仏像レプリ

カや触って読む図録（視覚障がい者用点字図録）を出展し、本県の取組をＰＲしました。  

９月５日に開催したオフサイトミーティングには、９０名の世界各国の博物館関係者が

本県を訪れました。 

和歌山市内のホテルで催されたランチタイムセッションでは、県立串本古座高等学校及

び県立耐久高等学校の生徒による「『世界津波の日』高校生サミット２０１８in 和歌山」

の取組発表を御覧いただきました。続くパラレルセッションでは、県立博物館、県立近代

美術館において、県立和歌山工業高校生徒等による３

Ｄプリンターを活用した仏像レプリカの制作活動や、

町立印南中学校生徒等による災害の記憶の共有化への

取組等を御覧いただきました。 

実演を見た参加者から「是非、自分の国に持ち帰り

たい」等の賞賛の声が上がり、生徒の皆さんは世界に

自分たちの取組を知ってもらったことに喜びをかみし

めていました。 

「お身代わり仏像」と呼ばれる仏像レプリカは、県

立和歌山工業高校の生徒らが授業の一環として実物を

３Ｄスキャナーで計測し、３Ｄプリンターで制作して

います。県立博物館と同校が連携し、これまで、過去

に盗難被害のあったお寺をはじめとする県内の寺社に

安置され、実物を博物館に保管することで、盗難防止

に役立っています。 

なお、仏像レプリカと触って読む図録の制作は、県立盲学校から県立博物館に「目の不

自由な生徒達が郷土の歴史を学べる資料がない」と相談が寄せられたことを受け、博物館

から県立和歌山工業高校に連携を呼びかけ、視覚に障害を持つ人が手に触れて実感できる

資料を作成したことがきっかけとなっています。このような地域貢献の取組が、その思い

と共に世界に広がることはとても素晴らしいことです。 

お身代わり仏像 

知事挨拶の様子 

仏像レプリカ制作を説明する様子 
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今月の和歌山県政トピックス                         

 

●南紀白浜空港 南紀白浜羽田便の機材大型化が決定                      

 
南紀白浜空港は、平成３０年度において開港以来過去最高の１６万１，５７０人の搭乗

者数と平均搭乗率７８．３％を記録しました。 

その背景としては、本県への観光客数が堅調であることに加え、近年の白浜町等へのＩ

Ｔ企業の進出や近畿自動車道の全線事業化、民間ロケットの発射場建設決定など、大規模

なプロジェクトが進展し、ビジネス需要が増加したことが考えられます。 

そのため、南紀白浜空港羽田線は、羽田行き最終便を

中心に座席の確保が困難となる状況が頻発し、今後もこ

の状況が継続することが懸念されていました。 

県は、この状況の改善のため、南紀白浜空港周辺の６

つの自治体、株式会社南紀白浜エアポートと連名で、日

本航空株式会社に対し、南紀白浜空港羽田線の「機材大

型化または４往復化による供給座席数の増加」に関する

要望書を８月２日に提出していました。 

日本航空株式会社には、この要望の重要性を理解され

るとともに、迅速な対応をいただき、この度、令和元年

１０月２７日から南紀白浜羽田線における大型機材、ボ

ーイング７３７－８００型機の定期就航が決定しまし

た。大型機材は、１日３往復の内、朝夕の２往復に導入

されます。 

さらに、日本航空株式会社では、この機材大型化を記念し、令和元年１０月２７日から

令和２年３月２８日までの間（※年末年始（12/28～1/5）、春休み期間（3/20 以降）を除

く）、一部の便で運賃の値下げが実施されます。（※詳しくは、ＪＡＬホームページを御

確認願います。） 

この機材大型化により、座席数が従来の９５席から１６５席に増加します。さらに、ゆ

とりのある「クラスＪ」シートも１５席から２０席に増え、より快適な空の旅をお楽しみ

いただけます。 

県ではこの機会を逃さず、観光、ビジネスで本県にお越しになる方の航空機利用や県内

から首都圏へ出かける方の航空機利用について、更なる利用促進を図ってまいります。 

 

●ＩＲ（統合型リゾート）誘致の取組について                     

 
本県では、１０年以上前から、ＩＲ（統合型リゾート）が、本県の観光振興に大きく貢

献し、また、雇用の増加が見込まれ、経済活性化の起爆剤になることから、他県と研究会

を立ち上げ、その法整備等について働きかけを行ってきました。 

要望書提出の様子 

ボーイング 737-800型機 
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平成２８年末にＩＲ推進法が、昨年７月にＩＲ整備法が公布され、本県でもその誘致を

本格的に進めてきた結果、事業者から投資の意向をいただいているところです。 

９月４日、国土交通省はＩＲ整備の意義や目標、認定審査の基準等を含む基本方針（案）

を公表しました。 

今月号では、本県のＩＲ誘致に関する近況をお知らせします。 

＜ＩＲ誘致に関する有識者会議＞ 

 県では、ＩＲ誘致について、ＩＲ整備法に基づく手

続を進めるにあたり、幅広い分野の有識者から専門的

知見を得るために有識者会議を設置しています。 

８月６日に第１回「ＩＲ誘致に関する有識者会議」

を開催しました。 

 候補地の現地視察の後に実施した会議では、知事から和歌山県ＩＲ基本構想の説明の後、

各専門分野に精通する有識者の方々から、観光や食文化、心理学等の観点からどのような

取組ができるかなど、様々な御意見をいただきました。今後も有識者会議の方々には、県

が策定する実施方針や国へ申請する区域整備計画に加え、認定後に事業者と締結する実施

協定までのそれぞれの段階において、専門的知見をもって御議論、御意見をいただきます。 

＜統合型リゾート（ＩＲ）シンポジウム＞ 

 ８月２６日には、本県の高いポテンシャルを全国に発信するとともに、県民の皆さんに

ＩＲに関する正確な情報を提供し、誘致気運の醸成を図るため、通算４回目となるＩＲシ

ンポジウムを開催しました。 

 今回のシンポジウムでは、国際観光産業振興議員連盟（ＩＲ議連）の事務局長として「Ｉ

Ｒ推進法」を議員立法で成立させた立役者の一人、萩生田光一（はぎうだ こういち）衆議

院議員（現：文部科学大臣）をお招きし、基調講演をいただきました。萩生田氏からは、

ＩＲ整備法には、国内３か所にできるＩＲが近接する場所になってはいけないという規定

がないことや、治安の悪化への懸念について、シンガポールではＩＲ整備以降犯罪が減り

治安がよくなったことなどを説明いただきました。 

 続く、ＩＲ事業者３社によるプレゼンテーション

では、各社から、「エンターテインメントと伝統文

化の集積地としてアジア地域の富裕層を確実に誘

致する」、「教育、農業、漁業などさまざまなツー

リズムのエリア別戦略が有効である」などの事業構

想が語られました。 

また、この後のパネルディスカッションでは、「大阪ＩＲとの近接性と事業性の確保」

について意見が交わされ、大阪と和歌山のＩＲはコンセプトが異なり顧客層も重ならず、

多様なテーマのＩＲが隣接すれば、相乗効果が生まれるという意見や、大阪と手を組み、

関西のＩＲとして、シンガポールやマカオと競い合おうという意見が出されました。 

伊藤東京大学名誉教授（有識者会議：座長）と知事 

ＩＲ事業者によるプレゼンテーション映像 
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今月の和歌山県政トピックス                         

 

 今後、ＩＲ整備法に基づき、政府が基本方針を公表した際には、遅滞なく県の実施方針

を公表し、事業者の公募など政府のスケジュールに沿って整備に向けた取組を進めてまい

ります。 

政府がＩＲの整備区域認定数を最大３か所とする中、このようなシンポジウムや住民向

け説明会等の開催により、県民の皆さんの御理解を得ながら、より優れた計画を策定し、

現在、認定申請の意向を示す全国８地域のうちの３か所に残れるよう、これまで以上に取

組を加速させてまいります。 

 

●阪和自動車道「印南ＩＣ～南紀田辺ＩＣ」が４車線化の優先整備区間に選ばれました                      

 
９月４日、国土交通省の社会資本整備審議

会道路分科会国土幹線道路部会において、阪

和自動車道の印南～南紀田辺間（１７．４ｋ

ｍ）が４車線化の優先区間として選定されま

した。 

今回、全国の対面通行の暫定２車線区間の

内有料道路約１６００キロを「時間信頼性の

確保」「事故防止」「ネットワ－クの代替性

確保」の３つの観点から評価。課題が大きい

とされた箇所から約８８０キロが４車線化の

優先区間として選定されています。 

阪和道の４車線化については、これまで、事業を実施している有田～印南間の用地取得

を県と地元市で進めるなど、積極的に取り組んでおり、全線の早期４車線化については、

国や県選出国会議員など、関係機関の方々に対し強く要望をしてきたところです。 

今回優先整備区間とされた印南～南紀田辺の４車線化についても、とりわけ交通量が多

い区間となっており、今後、早期の事業着手及び完成を、引き続き国をはじめ関係機関の

方々に対し要望するなど、積極的に取り組んでまいります。 

 

●きのくに音楽祭２０１９が開催されました                            

 
１０月３日～６日の４日間、様々なジャンルの音楽が楽しめる本格的な音楽祭が和歌山

県で初めて開催されました。 

「きのくに音楽祭」と銘打たれたこの音楽祭は、現在、県立図書館の多目的ホール「メ

ディア・アート・ホール」の音楽監督を務めていただいている澤和樹（さわ かずき）東京

藝術大学長が総監督となり、和歌山市交響楽団理事の高橋巧二（たかはし こうじ）氏が実

行委員長、箏曲家の西陽子（にし ようこ）氏がチーフプロデューサーを務める「きのくに 

印南～南紀田辺間（17.4km）が選定 
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音楽祭２０１９実行委員会」により、数ある音楽祭が何

らかの公共的な支援を受け開催する中、和歌山県出身の

音楽家の皆さんが積極的に協力し、財政的にも民間の有

志が協力し、民間の力で企画・運営されました。 

「きのくに音楽祭」では「優れた音楽を手軽に」をモ

ットーとし、これまでコンサートに足を運んだことがな

い方や子供達にも気軽に音楽に親しんでいただけるよ

う、メディア・アート・ホール以外にも和歌山城や商業

施設、美術館等で開催され、演奏家と地域の人が一緒に

なって楽しめる音楽祭となりました。 

また、４日に伊太祁曽神社で行われた奉納演奏では、

澤総監督と西氏によるバイオリンと箏の合奏が披露さ

れ、この音楽祭のテーマの一つである和と洋の融合した美しい音色が、木の神様を祀る本

殿に響き渡りました。 

「きのくに音楽祭」は来年も開催の予定です。令和３年度に開催する国民文化祭・障害

者芸術文化祭の成功に向け、県民の皆さんの文化・芸術への気運醸成に取り組む本県にと

って、今後の発展が大いに期待されます。 

【出演・演奏等の方々（敬称略）】 

・澤和樹、寺下真理子（ヴァイオリン） ・林裕（チェロ） 

・佐竹裕介、中谷政文、村田千佳（ピアノ） ・上野山英里（ピアノ、キーボード） 

・森紀吏子（ソプラノ、リュート） ・山名敏之（チェンバロ） ・笠原雅仁（バリトン、テオルボ） 

・上野訓子（コルネット） ・池田安友子、大家一将（パーカッション） 

・木下加寿子（ハンマーダルシマー） ・近藤良平（ダンス） 

・西陽子（箏） ・辻本好美（尺八） ・木乃下真市（津軽三味線） 

・和歌山児童合唱団 ・山路敦司（作曲・編曲） 

・和歌山 Jr アンサンブル／中村心春（フルート）、濵野心（ヴァイオリン）、柴田陽（ピアノ） 

 

●“和みわかやま”東京レセプションの開催と『高野山・熊野を愛する１００人の

会会』の発足について                             
 
県と県観光連盟では例年、首都圏から和歌山県への誘客促進を目的に、メディアや旅行

会社等に和歌山県の魅力をＰＲする「“和みわかやま”東京レセプション」を開催してい

ます。今年は、９月３日、ホテルニューオータニにおいて開催しました。 

世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」が登録１５周年を迎えていることから、高野山真

言宗宗務総長公室長の山口文章（やまぐち ぶんしょう）氏による聖地高野山に関する講演

や阿字観（あじかん：真言宗に伝わる瞑想法）体験などを催すとともに、特別企画として、

各界で活躍される著名な方々に御賛同いただき設立した「高野山・熊野を愛する１００人 
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の会」の発足を高らかに発表しまし

た。 

「高野山・熊野を愛する１００人の

会」は、紀伊山地の自然がなければ成

立しなかった「霊場」と「参詣道」、

それを取り巻く山、川、海、滝、温泉

や人の営みからなる世界遺産「紀伊山

地の霊場と参詣道」の登録１５周年を記念して、いにしえからの霊場として寛容の精神を

受け継ぎながら多くの人々を受け入れてきた永遠の聖地『高野山』と自然崇拝の聖地『熊

野』を愛する各界の著名人の方々と共に、世界的評価が高まる「高野山・熊野」の価値を

継承し、更に魅力を発信するために結成しました。 

当日は、博物学者で作家の荒俣宏（あらまた ひろし）さん、東京藝術大学長の澤和樹（さ

わ かずき）さん、尺八奏者の辻本好美（つじもと よしみ）さん、ウォーキングドクター

のデューク更家（でゅーくさらいえ）さん、ヤマサ醤油株式会社代表取締役会長の濱口道

雄（はまぐち みちお）さん、モデルの本谷紗己（ほんたに さき）さん、作家の夢枕獏（ゆ 

めまくら ばく）さんに御登壇いただき、今後の抱負などを述べていただきました。 

今後、各界で御活躍の１００人の会の方々のお力添えをいただき、「高野山・熊野」を

テーマにした取組を積極的に進めてまいります。 

 

お 知 ら せ                                

 

●外交史料展「外交史料と近代日本のあゆみ」を開催します                      

 
明治１５０年を迎えた昨年に引き続き、本年は外務

省が設置されて１５０年の節目の年です。 

そのような中、外務省外交史料館が所蔵する史料を

中心に、明治期の日本外交、特に不平等条約の改正に

尽力した陸奥宗光の功績等を含め紹介する展覧会「外

交史料と近代日本のあゆみ」を令和元年１１月２日

（土）から１２月１５日（日）の期間、和歌山県立近

代美術館で開催します。 

展示構成は、１部が「明治の日本外交と陸奥宗光」、

２部が「外交史料と美術」となっています。  

また、催しとして、外務省外交史料館の外交公文書編纂官が直接その史料等の解説を行 

うフロアレクチャーや、中・高校生を対象とした、今回の展示内容に関する問題が出題さ

れるチャレンジクイズを実施します。 

「高野山・熊野を愛する１００人の会」設立発表の様子 

永地秀太《下関講和談判下図》昭和初期、明治神宮藏 
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さらに、１１月４日（月・振替休日）には、和歌山県立図書

館２階のメディア・アート・ホールにおいて、学習院大学の井

上寿一（いのうえ としかず）学長をお招きし、「近代日本を

取り巻いていた世界情勢」をテーマに記念シンポジウムを開催

します。 

是非この機会に、本県が誇る偉人、陸奥宗光が生きた時代を

肌で感じていただいたいと思います。 

 

●「日・チェコ交流１００周年 ミュシャと日本、日本とオルリク」展を開催します                      

 
この度、本県が３年に１度、大規模に開催する美術館での展覧会として、２０２０年１

月の日本とチェコ共和国の交流１００周年を記念して、チェコ出身の２人の画家、アルフ

ォンス・ミュシャとエミール・オルリクを中心に、チェコに影響を与えた日本美術やミュ

シャとオルリクから影響を受けた日本の美術を紹介する展覧会「日・チェコ交流１００周

年 ミュシャと日本、日本とオルリク」展を開催します。 

令和元年１１月２日（土）から１２月１５日（日）までの間、和歌山県立近代美術館で

開催されるこの展覧会は、この他、全国３か所で開催されますが、和歌山県が中心となっ

て企画運営しています。 

今回、「和歌山だより」にはごく一部の作品しか掲載できませんが、鮮明で豊かな色彩

と繊細なタッチの素晴らしい作品約４００点が展示されます。 

是非、皆さん和歌山県立近代美術館にお越しいただき、芸術の秋を御堪能ください。 

 

 

 

アルフォンス・ミュシャの作品  
＜宝石＞左から「トパーズ」「ルビー」「アメジスト」「エメラルド」 

１９００ インテック蔵 

日清講和条約調印書、外交史料館蔵 
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●人気自転車レースアニメ「弱虫ペダル」と「ＷＡＫＡＹＡＭＡ８００」のタイア

っタイアップ企画を実施します                            

 
県及び県観光連盟では、これまで県内全域

に整備された８００ｋｍを超えるサイクリン

グロードをより多くの方々に満喫いただくた

め、様々な取組を行ってきました。 

この度、「週刊少年チャンピオン」でマン

ガが連載されている人気自転車ロードレース

アニメ「弱虫ペダル」とのタイアップ企画が

実現しました。 

先ずは、弱虫ペダルのキャラクターが和歌山の絶景スポットを走行しているシーンを描

き下ろした『スペシャルグラフィック』を制作し、雑誌やフリーペーパー、ＷＥＢなど様々

な媒体で発信しています。 

次に、『弱虫ペダル特別版“ＷＡＫＡＹＡＭＡ８００

モバイルスタンプラリー”』を１０月１日から１２月

３１日まで開催しています。 

この特別版では、不老橋（和歌山市）、高野山中門（高

野町）、白崎海岸（由良町）、円月島（白浜町）、滝

の拝（古座川町）の絶景ポイントで、弱虫ペダルのキ

ャラクターと記念撮影ができます。また、期間中に５つ全てのポイントを巡り、スタンプ

を獲得した方の中から抽選で、弱虫ペダル限定グッズを３００名にプレゼントします。 

参加方法等は、ＷＡＫＡＹＡＭＡ８００モバイルスタンプラリーのＷＥＢサイトを御覧

ください。 

 弱虫ペダルファンの皆さんも、サイクリストの皆さんも、是非、この機会に和歌山へお

越しいただき「ＷＡＫＡＹＡＭＡ８００」を思う存分お楽しみください。 

 

・WAKAYAMA800 モバイルスタンプラリーWEB サイト 

URL:http://mobilerally.wakayama800.jp/ 

 

●いきいき茨城ゆめ国体２０１９で和歌山県選手団が活躍しました                    

 
９月７日～１０月８日の間、茨城県で開催されていました第７４回国民体育大会におい

て、和歌山県選手団が活躍を見せました。 

９月７日～１６日にかけて開催された会期前競技において、体操競技（トランポリン）

の上田うらら（うえだ うらら）選手が６位入賞を果たしたのを皮切りに、９月２８日から 

那智の滝（那智勝浦町）【（右から）巻島・東堂・小野田・真波】 

記念撮影のイメージ 

©渡辺航（週刊少年チャンピオン） 

／弱虫ペダル 04製作委員会 

©渡辺航（週刊少年チャンピオン） 

／弱虫ペダル 04製作委員会 
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の本大会でもボウリング（競技別男女総合成績１位）、フェンシング（同２位）、セーリ

ング（同３位）、カヌー（同５位）、自転車（同７位）、レスリング（同１０位）、相撲

（同３位）、ウエイトリフティング（同２１位）競技等、それぞれの競技で優勝や上位に

食い込み、男女総合成績は２２位に上がりました。 

本県では、１１月のねんりんピ

ックの開催、再来年のワールドマ

スターズゲームズ２０２１関西

の開催等によりスポーツの更な

る振興と県民のスポーツに対す

る気運醸成に取り組むとともに、

スポーツする習慣をつけること

で、県民の皆さんの健康の維持・増進に取り組んでいます。今回の和歌山県選手団の皆さ

んの活躍を、県内におけるスポーツの活性化につなげてまいりたいと考えます。 

【いきいき茨城ゆめ国体 和歌山県選手団成績（１位のみ、敬称略）】 

◇水泳     南出 大伸（みなみで たいしん） 

◇レスリング  阪部 創（さかべ そう）、谷田 昇大（たにだ まさひろ） 

◇セーリング  市野 直毅（いちの なおき）・長谷川 孝（はせがわ たかし） 

尾川 潤（おがわ じゅん） 

◇ボウリング  和田 翔吾（わだ しょうご）・安里 秀策（あさと しゅうさく） 

        坂原 慎平（さかはら しんぺい） 

◇馬術     藤谷 喜晴（ふじたに よしはる） 

◇フェンシング 九野 桃佳（くの ももか）・東 莉央（あずま りお） 

        ・東 晟良（あずま せら） 

◇ウエイトリフティング  駒阪 勇気（こまさか ゆうき） 

◇カヌー    宮田 悠佑（みやた ゆうすけ）、冨塚 晴之（とみつか はるゆき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会式で行進する和歌山県選手団の様子 
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●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)の案内                   

 

ふるさと和歌山応援寄附は、「ふるさと和歌山を大切にしたい」、「和歌山を応援した

い」という思いを具体化するための制度です。これまで多くの御寄附と力強い応援メッセ

ージを数多くいただいております。 

県では、ふるさと和歌山応援寄附を「世

界遺産『紀伊山地の霊場と参詣道』の保全

や活用」や「がん対策の充実」、「生涯ス

ポーツ・文化の振興」など１０の分野で活

用させていただいております。 

御寄附につきましては、郵送や振込みで

行うことができますが、クレジットカード

で行う場合は、ふるさと納税総合サイト

「 ふ る さ と チ ョ イ ス 」

（ https://www.furusato-tax.jp/city/p

roduct/30000）のサイト上で、簡単に申

込みとクレジットカードによる決済を行

うことができますので御利用ください。       

和歌山県外にお住まいの方のみ対象と

なりますが、１万円以上の御寄附をいた 

だいた方には、プレミア和歌山の事業者か  

ら御協力をお願いした２０７品目の返礼品 

の中から１品をお選びいただきお届けし 

ています。 

７月より返礼品の拡充を行い、品数の増 

加に加え、寄附金額の価格に応じて返礼品 

を選んでいただけるようになりました。 

和歌山県が誇る優良産品（プレミア和歌山） 

を是非御堪能ください。 

また、返礼品とは別に、２千円以上の御 

寄附をいただいた御希望の方に「和歌山フ 

ァンクラブ」（和歌山県観光連盟所管）へ 

の入会権を贈呈しています。御入会いただ 

くと、刊行情報誌「紀州浪漫」の送付など、魅力ある特典がございます。お申込みはふる

さとチョイスからお願いします。 

ふるさと和歌山応援寄附についての詳細は、和歌山県のホームページ上の「ふるさと和

歌山応援サイト」に掲載していますので、是非御覧ください。 

これからも、ふるさと和歌山応援寄附に御協力いただきますよう、お願い申し上げます。 

 

○寄附金控除のしくみ
（例）

所得税
約800円

住民税
約7,200円

適用下限額
約2,000円

寄附金10,000円の場合

控除額合計約8,000円

単身者の場合 夫婦、子 2人の場合

給与収入 寄附金額目安 給与収入 寄附金額目安

300 万円 28,000 円 300 万円     － 
400 万円 42,000 円 400 万円 12,000 円

500 万円 61,000 円 500 万円 28,000 円

600 万円 77,000 円 600 万円 43,000 円

700 万円 108,000 円 700 万円 66,000 円

800 万円 129,000 円 800 万円  85,000 円

900 万円 151,000 円 900 万円 119,000 円

1,000 万円 176,000 円 1,000 万円 144,000 円

1,500 万円 389,000 円 1,500 万円 361,000 円

2,000 万円 564,000 円 2,000 万円 536,000 円

自己負担額2,000円を超える金額が全額控除される寄附金額の 

目安は下の表のとおりです。 

【注意】下の表はあくまでも目安としてお考えください。 

全額控除される寄附金額の目安 
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お礼の品一覧 

 

 

１品お選びいただけます！ 
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お礼の品一覧 
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お礼の品一覧 
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お礼の品一覧 

 

 

 
 

返礼品２０７品のうち、３０品を御紹介しました。 

商品の詳細や他の商品を御覧になりたい方は、「ふるさとチョイス」を御覧

ください。 

和歌山県が誇る優良産品（プレミア和歌山）を是非御堪能ください。 

URL：https://www.furusato-tax.jp/city/product/30000  

            

 

 

 

 

 

 
－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 
＊＊＊＊ ふるさと和歌山応援寄附（ふるさと納税）に関しましては ＊＊＊＊ 
★お問合せ・申込窓口★            ☆お問合せ窓口☆ 
〒640-8585                  〒102-0093 
和歌山市小松原通一丁目１番地         東京都千代田区平河町 2-6-3 
総務部総務管理局税務課            都道府県会館12階 
担当 工藤、宮本               和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186(直通)           担当 宮本 
FAX  073-423-1192              電話 03-5212-9057 

E-mail: furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp   FAX  03-5212-9059 
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                         ふるさと歳時記  

 
  イベント情報(１０月中旬～１１月上旬) 
 

期間 行事名 場所 問い合わせ先 

10 月中旬 千田祭り「けんか祭」 有田市・須佐神社 
須佐神社 

0737-83-1095 

10 月中旬 稲むらの火祭り 広川町・役場前 
稲むらの火祭り実行委員

会 0737-63-6283 

10 月中旬 
熊野速玉大社例大祭、 

御船祭、神馬渡御式 
新宮市・熊野速玉大社 

熊野速玉大社 

0735-22-2533 

10 月中旬 木ノ本の獅子舞 和歌山市・木本八幡宮 
木本八幡宮 

073-451-5915 

10 月中旬 伊太祁曽神社例祭「神幸祭」 和歌山市・伊太祁曽神社 
伊太祁曽神社 

073-473-0006 

10 月中旬 熊野三所神社例大祭 白浜町・熊野三所神社 
熊野三所神社 

0739-43-0558 

10 月中旬 クエ・フェア 
日高町 

・産湯海水浴場駐車場 

クエの町づくり推進実行委

員会 0738-63-3611 

10 月中旬 えびすのお渡り 九度山町・古沢厳島神社 
古沢厳島神社総代代表 

0736-54-2723 

10 月中旬 芳養大神社例祭 田辺市・芳養大神社 
田辺観光協会 

0739-26-9929 

10 月下旬 官省符まつり 九度山町・丹生官省符神社 
丹生官省符神社 

0736-54-2754 

10 月下旬 
和歌浦ベイマラソン 

with ジャズ 

和歌山市 

・和歌山マリーナシティ 

和歌浦ﾍﾞｲﾏﾗｿﾝ with ｼﾞｬｽﾞ実行

委員会 073-435-1364 

10 月下旬 吉田祭、宮子姫顕彰祭 御坊市・吉田八幡神社 
吉田八幡神社 

0738-53-0630 

10 月下旬 あげいん熊野詣 那智勝浦町・那智山 
那智勝浦町観光協会 

0735-52-5311 

10 月下旬 清川天宝神社秋祭り みなべ町・清川天宝神社 
みなべ観光協会 

0739-74-8787 

10 月下旬 青洲まつり 紀の川市・青洲の里 
紀の川市商工観光課 

0736-77-2511 

11 月上旬 御書祭 白浜町・湯崎周辺と山神社 
白浜観光協会 

0739-43-5511 

11 月上旬 
まちなかキャンドルイルミネ

ーション・竹燈夜 
和歌山城とその周辺 

竹燈夜実行委員会事務局 

073-435-1234 

11 月上旬 那智七福大黒天祭 
那智勝浦町 

・那智山青岸渡寺 

那智山青岸渡寺 

0735-55-0404 

11 月上旬 加太の紅葉鯛祭り 
和歌山市 

・加太おさかな倉庫 

加太観光協会 

073-459-0003 

11 月上旬 紀州漆器まつり 海南市・黒江川端通り 
紀州漆器まつり実行委員

会 073-482-0322 
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ふるさと歳時記                            

 
自然・風物情報(１０月中旬～１１月下旬) 
 

 

時期 自然・風物名 場所 問い合わせ先 

10 月中旬 「大さがり」天日干し 田辺市龍神村 龍神観光協会 

0739-78-2222 

10 月中旬 コスモス見頃 有田川町 
・鷲ヶ峰コスモスパーク 

有田川町商工観光課 

0737-52-2111 

10 月中旬 黄金色のススキの草原見頃 紀美野町、有田川町 
・生石高原 

ﾚｽﾄﾊｳｽ山の家おいし 

073-489-3586 

10 月中旬 アサマリンドウ見頃 那智勝浦町 
・熊野妙法山阿弥陀寺 

熊野妙法山阿弥陀寺 

0735-55-0053 

10 月下旬 ユズ初しぼり 古座川町・平井 古座川ゆず平井の里 

0735-77-0123 

11 月上旬 富有柿の収穫 かつらぎ町 
ＪＡ紀北かわかみ 

0736-42-5361 

11 月上旬 有田みかん出荷始まる 有田市・ＪＡありだ ＪＡありだ 

0737-53-2311 

11 月上旬 橋杭岩ライトアップ 串本町・橋杭 
串本町産業課 

0735-62-0557 

11 月上旬 ジャバラ収穫始まる 北山村 北山村観光協会 

0735-49-2119 

11 月上旬 和歌山城のこも巻き 和歌山市・和歌山城公園 和歌山城整備企画課 

073-435-1044 

11 月上旬 四季桜 満開 白浜町・湯崎 白浜観光協会 

0739-43-5511 

11 月上旬 串柿づくり最盛期 かつらぎ町・四
し

郷
ごう

地区 
かつらぎ町観光協会 

0736-22-0300 

11 月上旬 
「あぶりアユ」の 
シーズン到来 田辺市・中辺路町 中辺路観光協会 

0739-64-1470 

11 月上旬 
ジャンボクリスマスツリーお

目見え 
和歌山市 

・和歌山マリーナシティ 
和歌山マリーナシティ 

0570-064-358 

11 月中旬 
白良浜防砂ネットで 

冬支度 白浜町・白良浜海水浴場 白浜観光協会 

0739-43-5511 

11 月中旬 布引だいこん出荷最盛期 和歌山市布引 海草振興局農業水産振興

課 073-441-3380 

11 月下旬 福定の大銀杏見頃 田辺市・中辺路町 中辺路観光協会 

0739-64-1470 

11 月下旬 子授け大銀杏色づく 古座川町・光泉寺 古座川町産業建設課 

0735-72-0180 
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～編集後記～ 
 

「令和」への改元という変化にようやく慣れた１０月１日、消費税がアップしました。

同時にキャッシュレス決済による５％還元も始まりました。ややこしくて分からないこ

とだらけですので新聞報道やネット検索などで情報収集しながら買い物をしています。

皆さんの中にもこれを機に初めてキャッシュレス決済を経験した方もいるのではないで

しょうか。 

 

さて、まさに今、日本ではラグビーワールドカップが開催され、選手だけでなく応援

するため海外から大勢の方が来られています。和歌山県上富田町では、アフリカのナミ

ビア共和国のチームが事前キャンプに訪れ、地元の方々は手作りの国旗や折り鶴で作っ

た国旗で出迎えるなど熱烈な歓迎ぶりでした。 

そんな中、先日の対イタリア戦では仁坂知事や上富田町長をはじめ有志の方々が、花

園ラグビー場でナミビアチームのユニフォームを着て応援をしました。残念な結果とな

りましたが、それでも、試合途中からの土砂降りの雨にもかかわらず最後まで応援して

くれた観客に対して、ナミビア、イタリアの両チームが日本風に深々とお辞儀をして挨

拶をしたそうです。 

他の会場でもこのお辞儀は行われ、他にも、試合後にロッカーを掃除したチームがあ

るなど、ラグビーにはお互いの文化を大事にする姿勢が根付いているようです。ルール

のよく分からない私でも、このことだけでラグビーは素晴らしいスポーツなんだと思っ

てしまいました。 

 

最後に、先月号の和歌山だよりでお知らせした、｢和歌山県人会世界大会｣ですがいよ

いよ来月２４日～２７日に開催します。海外の県人会の方、県外の県人会の方、その関

係者の方達をお迎えする準備は着々と進んでいます。皆さんのお越しをお待ち申し上げ

ています。 
 

  知事室 秘書課長  塩﨑 裕子 

 
 
 
 
 
 
 
 

 和歌山だよりに対するご意見・ご感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌
山に関する情報をご提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと
考えています。 
 （下記のＦＡＸ（様式自由）、Ｅ-Mail 等でお願いします。） 

  ■FAX 073-422-4032  

  ■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 

  和歌山県のホームページ   https://www.pref.wakayama.lg.jp/   

ふるさと和歌山応援ｻｲﾄ httｐs://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/010500/furusato/   
                   2019 年（令和元年）１０月 Nｏ.１３８ 
   *個人情報につきましては、「和歌山だより」       和歌山県 秘書課 
     の発行以外の目的には、使用いたしません。       〒640-8585 和歌山県和歌山市小松原通１－１ 
                      TEL 073-441-2022 

★「和歌山だより」Ｗeｂ版を和歌山県ホームページにアップしています。Ｗeｂ版

ならではの美しい画面を楽しんでいただけますので是非御覧ください。 


